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研究成果の概要（和文）：高齢ドライバーにおける交通事故の原因は、加齢に伴う認知機能低下にあると考え、
高齢者自身に,運転状況下でのハザード事態の知覚能力をフィードバック可能な、タブレット版の検査器具の開
発を企図した。高齢者に固有な反応様式を考慮したタッチパネル装置での、刺激画面提示、反応時間、誤反応等
を、電子化された情報として計測できるシステムを開発し、文字抹消課題、Stroop 課題を刺激としたプロトタ
イプ機を制作した。信頼性の検討を済ませた状況にある。現時点では、自動車運転時のハザード場面を刺激画面
として実装を今後の課題として残している。

研究成果の概要（英文）：As the cause of traffic accidents among elderly drivers derived from the 
decline in cognitive functions that accompanies aging. We aimed to develop a tablet-type testing 
device that can provide feedback to elderly drivers about their ability to perceive hazards under 
driving conditions. Considering the unique reaction styles of the elderly, we have developed a 
prototype system that can measure stimulus screen presentations, reaction times, incorrect 
reactions, etc. on a touch panel device. Using elderly people, its reliability has been examined. At
 present, we are leaving the implementation of the hazard scenes of driving a car as a stimulus 
screen as a future task.

研究分野： psychology

キーワード： hazard perception test　elderly people　traffic accident　attention　tablet based equipment
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研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢ドライバーの増加で事故が増加している状況を打破する方策に、中高齢期から始まる注意機能の低下を本人
に的確に理解させることがあると考えた。高齢者に自己の認知機能を簡便にフィードバックし、自らが機能低下
を実感することが、運転時の注意増進や運転免許返納に寄与すると考えた。高齢者の反応特性により手間取った
が、注意課題を実装したタブレット版プロトタイプを信頼性とuseability の高い試作機として制作できた。次
に、注意課題をハザード事態の刺激画面に置き換えることで、簡便にハザード事態での知覚能力をフィードバッ
クできる検査器具の開発準備ができたことに意義があると考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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1. 研究開始当初の背景 

本研究の構想に至った当初の背景には、高齢ドライバーの増加でこれまでに見られなかった、道路標識
の見落としによる逆走や、アクセルとブレーキの踏み間違いが原因の事故のように、社会問題化した事件
が増加していた。そこで、有効な施策を発案することで、安全な交通社会の実現に寄与したいと考えた。
このような状況を打破する方策の重要な要因として中高齢期から始まる認知機能低下、とりわけ注意機能
の低下を本人が的確に理解することがある。高齢ドライバーに自分自身の認知機能について信頼できるフ
ィードバック情報を簡便に提供し、高齢ドライバーが機能低下のレベルを実感し了解することが、運転時
の注意増進や運転免許返納に寄与すると考えた。より具体的には、潜在的危険性が高い高齢ドライバー
が、正確にかつ簡便にハザード事態での知覚能力をフィードバックすることが重要であると考え、そのよ
うな検査器具の開発を企図した。高齢ドライバーにおける交通事故の原因は、加齢に伴う実行系機能の低
下に求めうるが、加齢による低下には著しい個人差があり、検査の開発は個人差特性を考慮した、侵襲性
の低い負荷の小さいものでなければならない。高齢者の心性を了解し、高い精度を持つ、個人差特性に対
応する基準値設定を実装した（タブレット版）ハザード知覚検査を開発し、安心・安全な社会の構築に貢
献したいと考えたのが、本研究開始当初の背景である。 

2 .研究の目的 

高齢者に対する交通事故対策は我が国の喫緊の社会的課題で、高齢者自身にハザード事態の知覚能力を的
確にフィードバックさせるタッチパネルタイプのハザード知覚検査の開発が目的であった。具体的には、
タッチパネルに実装されたビデオ画像でハザード事態を設定し、知覚反応を測定し、高齢者での基準値を
作成して、基準以下での運転可否対策への援用可能性を探ることを企図した。この目的のために、タッチ
パネル装置での知覚刺激提示と、反応時間と誤反応を記録し、電子化された情報として書き出し可能とす
る刺激場面実装システムの開発、自動車運転時の危険場面の刺激材料の収集と選択、実装後の中高年者で
の信頼性・妥当性の検証というプロセスをたどることを想定し検討を進めた。 

3. 研究の方法 
本研究が企図する運転時ハザード知覚検査器具は、次の 6ステージにより実現させる計画であった。 
① タッチパネルでの検査器具の基本動作の検討、つまり、簡単な注意検査画面を用いて、反応の正誤、
時間等を記録、集計できる注意検査プロトタイプ版（試作版 version 1）の開発 

② 試作版 version 1 での反応様式（指押し、タッチペン）の信頼性の検証 
③ 試作版 version 1 での反応の信頼性の検証 
④ 試作版 version 1 を用いての集団健診場面での「使いやすさ：useability」の検証 
⑤ 簡便な注意機能検査画面から運転時ハザード画面への置き換え（試作版 version 2） 
⑥ 試作版 version 2 での信頼性と妥当性の検証実験 
これらの計画の下で、システム作成会社との連携のもとで、パッド型の PC8 台に知覚課題（数字抹消課
題、Stroop 課題）を実装した （試作版 version 1）を作成した。ついで、試作版 version 1 機を用いて、高齢
者を対象に実行性を検証した。その結果、高齢者の場合に、画面へのタッチの強弱に大きな個人差があり、
「指押し反応」および 「タッチペンでの反応様式」の両方ともに、反応様式としては十分な信頼性が得られ
ないことが明らかとなった。これは、高齢者の指の大きさやコンスタントに触れる圧の習得が容易でないこ
とや、強い力で反応した反応では誤作動が起きることが頻発し、「指押し反応」も「タッチペンでの反応」
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も、高齢者では反応時間の計測が適切に行えないことなどが明らかとなり、システム制作側との再調整を行
った。そこで、試作版 version 1-2 を作成した。この機器での反応様式はマウスでのクリック反応様式であ
る。その後に実施した高齢者での検討では、反応誤差は希望するような無視できるレベルとなり、注意機能
検査である数字抹消課題、Stroop 課題、逆 Stroop 課題を実装する、注意機能検査としては完成度の高いレ
ベルのものが作成できた。なお、試作版 version 1-2 では、続いて WEB 仕様に変更することも行い、収集
データの記録表記方法やエクセルに記憶させるデータの取り出し様式についてもuseabilityの検証を済ませ
た。 
以上が、2022 年度末での研究方法と現状である。コロナ感染状況が研究期間内での進捗を妨げたこと、
とりわけシステム制作会社の業務量の増大で、当初予定の工程で作業を進めることが困難であったこと、そ
して反応様式の予期せぬ変更などもあり、計画の⑤以降の段階は未着手である。 
ただ、⑤以降は、ハザード画面に差し替えることで試作が可能となる段階にあるので、刺激画面の適切さ
や見やすさ （輝度、間隔、フォント）などの細かい検証を重ねて改良を行えば、実用化は遠くない段階にあ
ると考えており、引き続き、共同研究者と連携しながら目的を完遂できるように努めたい。 
 
4. 研究成果 

高齢者における交通事故対策は、現在の喫緊の社会的課題であり、この課題への対策の一つに、高齢者
自身に運転時に遭遇するハザード事態での知覚能力を客観的かつ的確にフィードバックさせることがある
と考えた。道路の特性を含め、交通事情は文化依存であり、本邦独自の検査開発が必要と考えた。このよ
うな背景の下で、本研究は高齢者自身に知覚能力を簡便にフィードバックさせるために、タッチパネルで
の知覚検査の開発を目指した。最終的にはタッチパネルに実装されたハザード画像を設定し、知覚反応を
測定し、基準以下での運転可否対策への援用可能性を探ろうと企図した。そのためには、タッチパネル装
置への刺激場面実装システムの開発、中高年者での反応の信頼性・妥当性の検証というプロセスを辿る必
要があり、まず、タッチパネルに刺激課題を実装するシステムの開発作業を行い、試作機作成した。ハザ
ード画面を実装以前の段階前に、ハザード事態の代わりに、注意関連課題(数字抹消課題、Stroop 課題)を
実装した試作機を作成し、高齢者を対象に検査機器のユーザビリティを検証した。高齢者を含めた 200 名
規模でのユーザビリティ検証を、名古屋大学が行っているコホート研究フィールドで実施を予定していた
が、検診事業がコロナ感染予防のために中断となったために、大規模人数での検討はできなかったが、一
定数の高齢者で実用性の検討を行った。その過程で、高齢者では画面への指先によるタッチの強弱に大き
な個人差があり、また、タッチペンの反応も、使用したペンの特性により、反応の計測が適切に行えない
ことが確認できた（これらの資料は２編の論文として公刊）。これらの検証結果から、クリック反応様式
が、誤作動が少なく最適であることを確認し、試作機の改良を行なった。コロナ感染状況による社会的環
境の変化で、システム開発会社の業務が急増し、試作機の改良等に想定以上の時間を要したが、検証を重
ねてユーザビリティの改良を複数回行ない、タブレット版で高齢者に適応可能な注意検査は完成した。上
記した理由により、計画した工程表通りに研究は進捗していないが、ハザード知覚刺激を実装する作業を
進めれば、当初計画した検査機器の完成は近い段階にある。  
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